






 

〔はじめに〕 

 重度 PMD 患者を看護する場合、常に心肺機能低下の症状を念頭において、観

察することが大切である。なかでも脈拍の測定は、特に慎重でなければならな

い。入院患者36名中障害度7度～8度の患者が約半数を占める当病棟において、

不整脈を認める頻度が高くなってきた。当時の看護記録によれば、該当する患

者 17 例のうち、1ケ月間の異常発現頻度は、5回以下 8例、5回～10 回 6 例、

11 回～15 回 1 例、16 回以上 1例で、1回も認めなかったのは、1例のみであっ

た。そこで、脈拍の性状をより正確に把握する必要を感じ、測定方法に検討を

加えたので報告する。 


